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もやい ３１年度 第１６回定例会議事録

日 時 ： １１月２１日（木） １５：００～１７：００

場 所 ： 支援センター会議室

出席者 ：田中、大福、添田、廣川、石見 、（欠 久保田、古川、植村、高橋）

【１】もやいの日常業務の対応について確認

①予約の受付、OneDrive への入力（担当・大福、それぞれの団体でログインする）

②貸与車両の受け渡し業務（担当・添田）

③活動団体への活動費（委託費）の支払い業務（書類作成・担当・田中）

・運行日報の作成（担当・石見が入力）

④もやいスタッフへの旅費、謝金等の支払い業務（担当：田中）

⑤その他の日常業務など

・広報の充実（田中）もやいホームページの充実が大切

【２】実務者向け運転者講習テキスト作成（11 月 26 日事務所で内容を詰める）

①全体の構成：編集：添田、大福

・編集作業：石見、久保田、他

②その他：

・本文使用フォント：「ＭＳＰ明朝、11 ポイント」

・表紙は別途作成（生活者ネット・鳴海氏へイラスト依頼中）

・講習会配布専用とし非売品（トヨタモビリティ基金事業）

・全国移動サービスネットワークのテキストを使用することで契約した

【３】勉強会・シンポジウムの企画

（１）第２回勉強会（案）

・日 時：２０２０年１月１４日（水） １３：３０～１６：００

・場 所：クリエイトホール１０階 第２学習室 （定員６３人、5,800 円）

・参加者：５０人位（関心のある方・一般市民及び活動している人）

主に市・Ｂ登録団体で、移動支援に消極的な団体

・講師：福島大学特任教授長野先生（長野先生より市へ活動内容をアピールする）

・テーマ：「福祉のまちづくりと交通まちづくり」

＜メモ＞

＊ＴＭＦ選定２９団体から見るこれからの街づくりと「もやい」の活動への課題

（１１月２６日長野先生に連絡）

・政策提言書の提出を視野に研究

・11 月 25 日長野先生と電話で相談することになっている

（２）シンポジウム（案） （12 月 9 日市・辻野主査と打合せを行いつめる）

・後 援：八王子市、八王子市社会福祉協議会（依頼書作成必要）

・日 時：２０２０年１月～３月

・参加者：８０人位（主に生活支援活動の関心のある一般の人、活躍中の人など）

（Ｂ+Ｄ登録団体、民生委員、町会役員、ケアマネージャー、シニアクラブ役員など、一般市民、
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障害者支援団体、関連機関 など 他に住宅仲介業者、送迎支援団体）

生活支援コーディネーターの活動が必須！！

・場所：クリエイトホール、労政会館など

・予算：会場費：10,000 円

講師謝金：20,000 円（10,000 円×2 人）

テキスト代など：

報告書作成費など：

・講師及びテーマ（資料③参照）

①服部真治氏（医療経済研究機構主任研究員）

・生活支援コーディネーターと第３層協議体の活動

・総合事業サービス B＋D の具体的活動事例など

②伊藤みどり氏（全国移動サービスネットワーク事務局長）

・全国に於ける移動サービスの事例紹介と課題

③辻野文彦氏（八王子市福祉部高齢者福祉課主査）

・八王子市における生活支援体制整備事業の取り組み

・八王子市における住民主体による訪問型サービス事業について

・広報：八王子市広報紙、社協の広報

【５】その他

（1）絹 1 ふれあいネットワーク、片倉台福祉ネットワーク、数井先生後援会・報告

①絹一ふれあいネットワーク ：絹ヶ丘一丁目自治会館 参加者：約 60名

・林第 1層生活支援コーディネーター、長沼包括の担当者

②片倉台福祉ネットワーク

・片倉台自治会館 参加者：約 60名

＊どちらも会場いっぱいの盛況。役員の方へ第 1回勉強会の報告書とトヨタモビリティ基金の説明書

を渡し、改めて話し合うことを要請した。絹ヶ丘では能浦さんが具体化を考えている様子。片倉台

の大森代表は片倉台では大きな要望はないと話していた。ラストワンマイルサービスを進めたい。

（2）第３回ＴＭＦ打合せの件（市・社協・第１層生活支援コーディネーター）

・１２月９日（月）１３：３０～

・場所：市役所会議室

・現状の課題等（日常の作業） ①車両に引き渡し、②活動費の清算、③車両のメンテナンス

・「もやい」としての長期構想（移動総合支援センターの設置）

・いきいき課へも働きかける

（３）「もやい」ロゴ作成について

・生活者ネット代表の鳴海さんに依頼中

１１月末までに数案を提案、正式なものは年末まで

（4）参考資料添付

＜次回定例会＞

日時： ２０１９年１２月５日（木） １３：００～１５：００

場所： 市民活動支援センター             
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もやいの将来構想（組織図）

移動・送迎支援センター事業の格子

①人財育成事業：ボランティア運転者育成

②人財育成活性化事業：シンポジウム、研修会等の開催など

③送迎車両の管理及び貸与事業

④移動送迎活動推進事業（出前講座ほか）

⑤各種渉外事業１（市・社協・関連団体との協同作業）：主にもやい役員担当

⑥各種渉外事業２（市などへの提言、他市への働きかけほか）：主に正・副センター長担当

⑦もやい役員 ： 理事：5人、監事：1人、顧問：3人（顧問は基本的に無給・交通費支給）

⑧新規収益事業の調査・研究に力を入れる（正・副センター長、役員）

⑨有償ボランティア育成による高齢者の雇用機会の創出

事業内容

①休業日：毎週月曜、年末年始休暇

②開業時間：10時～18時

③通常事務所スタッフ：2人体制（休憩時間 各 60分）

④就業規則、各種保険あり（労災、雇用）

⑤総会（基本構想：1回／年）、理事会（日常事業構想：4回／年）

⑥支援センター運営会議（日常事業：12回／年）

⑦会員（個人会員、団体会員、賛助会員）の増強

NPO 法人

八王子共生社会推進会議

移動支援センター

（TMF 活動の事業化）

無償旅客運送

(外出支援)

有償旅客運送

（対価は実費、タクシーの半額）

車両貸出

運行

事務局
（総務、会計）
（広報、情報発

運転者講習
(国交省認定団体)

関係機関との
ネットワーク構築

（もやい、福祉部、社協、団体）

地域活動団体 地域活動団体 地域活動団体 地域活動団体

西部地域
ネットワーク

東京高専

との連携

もやいの

MaaS
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読売新聞 2019/11/19
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